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ってきているはずである。それを度外視して日本の修復方法を施したとしても、長い間残

すことは難しいと考えられる。したがって保存の上からも、またオリジナルに近づかせる

ためにも、コンクリート使用の修復ではなく、伝承されてきた修復方法が望ましいと思わ

れる。

4，修復方法の－考察

以上、ラオスの塑像制作方法とその修復方法について記してきた。しかしここではより

オリジナルに近づけるために、前述の各方法を参考にしながらも、修復対象である仏像自

体の制作工程に沿った独自の修復方法について考察してみたい。

以下、分かりやすいように、修復対象であるラオスの塑像の断面図を合成した写真を用

いて、塑像の修復方法を説明していく。各層にはa～fまでを付けておいたが、心木はa

の中にあるものとする。

先にも記したように、この仏像は、台座と仏像が一体になっており、頭部と台座の下か

ら二段までが木彫で作られている。残りの箇所の材料は塑士であり、緑．赤．金等のガラ

スを使用した装飾と、漆を使用した細かい模様の上に漆箔が施されている。

今回は塑像の修復方法を主とするため、木彫箇所の修復方法は簡単にふれるにとどめて

おく。

願部(木彫)修復’

鼠

写真⑩仏像番号42頭部

修復で使用する木材は、制作時に使われた木と同じ材木（マイチャン）を用いる。

①破損箇所の木で補うところの凹凸を平らになるまで削る。

②補う木をはめ込む形に合わせ、大略の形に削る。

③仏像と補う木との接地面がぴったりとはまる様に、片方の面に粉の塗料をまき、破損箇

所に補う木をはめ込んで擦り合わせる。他の面よりでいている箇所は濃く塗料が付くこ
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とから、その箇所を削っていく。

④③の工程を何度も行い、両方の断面に塗料が均一になるまで行う。

⑤漆で接合し、固定して圧力をかけ、完全に接着するまで待つ。

⑥オリジナルの顔に合わせて削る。

⑦仕上げと漆箔工程は、塑像の修復工程と同時に行うことから省略する

塑土箇所修復
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写真⑪合成写真

回
この写真の仏像の芯は磁石を引きつけることから鉄と判明したが、心木を足すほどの破

損ではないため、芯そのものの補修は必要でないと判断する。

順一莞ヨ
①パタイペットと膠をすり鉢の中で叩きつけながら混ぜる。両者の割合はA：B＝5：2

だが、気候・温度により変わることに注意する。

②壁に投げつけ、壁から落ちてこない硬さまで調節する。

③粘士を何層かに分け乾燥させながら盛っていき、大略の像形を作る。

④完全に乾燥させる。（全工程同様とする）

胴~了甲ヨ
荒土より膠を強くした塑土を作り、荒土の上へ成形していく。

b：仕上け1

①山土十ナンマンニヤー（白い漆）＋キシーを混ぜる

②混ぜたものをbの中士に塗る。
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|d:レンセーン｜

①残っているオリジナルの模様から、修復箇所に描く模様を決める。

②色が入ったガラスをオリジナルの模様に合わせて切る。

③菩提樹の葉の灰十ナチュラルラッカー（黒い漆）を重量比約5：5に混ぜたものを注

射器にいれる。注射器で模様を描いていく技術を「レンセーン(Rainesene)」という。

④ガラスがくる箇所へ漆を塗り、ガラスを仮止めする。

⑤そのガラスの縁をレンセーンで囲み縁取りする。

⑥オリジナルで模様が入っていたと思われる箇所全面に、ガラスをはめながら模様をレン

セーンで描いていく。

|e:金箔下地｜

①赤士十普通の士十ナンマンニヤーを混ぜる。赤土の代わりに黄土でもよい。

②混ぜたものを、ガラス以外の全面に薄く塗っていく。

日本では、漆を厚く塗ると乾いた時に金箔にしわがよる。ラオス式に行うと、漆を塗り、

二日間放置した後、触って手に付かなくなってから貼ることからみて薄くは塗っていない

と思われる。

f:金箔貼り

レンセーンで凹凸が激しいので、注意しながら細部まで金

箔を貼っていく。

ガラスに金箔下地を塗らない限り、ガラスに金箔が付く可能

性は低い。

写真⑫仏像番号42背面

次の写真は漆にバナナの葉の灰を混ぜたレンセーンの実験である。漆10gに対する各灰

の分量は、写真⑬の下に記入した通りである。この実験の結果からバナナの葉の灰：漆が

重量比約5：6の割合で最もオリジナルに近いものを再現できることがわかった。菩薩樹

の葉の灰：漆の場合は重量比5：5が適切であり、バナナの葉の灰を混ぜた時よりも切れ

がよく、模様が描きやすかった。このことからみて、菩薩樹の葉の灰を使用したことは単

なる仏教の信仰からくるものではないことが分かる。ただ、この実験では、中国産の漆を

使用している。日本・中国産の漆に比べて、ベトナム･台湾．ビルマの漆の方がゴム質が

多く、厚く盛ることが可能である。ラオスの漆がどのタイプに分類されるか知られていな

いが、ラオスの漆を使用する場合は、実験から考察するに、灰の分量を少量増やすべきで

あると考えられる。日本・中国産の漆を使用する場合は、漆が反応するタンパク質を2～
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3割混ぜると綺麗に描ける。今回、卵白を3割とバナナの葉の灰を混ぜた実験を行ったとこ

ろ､卵白なしよりも､一番オリジナルの模様に近づけた｡灰を先に水に溶いてから漆と混

ぜたものは硬化後、灰色に変色しポロボロとはがれてしまうことから、水に溶く必要はな

いと考えられる。

写真⑬

灰49 6989 109 129

…

木を使用している箇所は頭部と同様に、塑土を用いている箇所は上記の方法と同様に行

うこととする。台座は仕上げが塗られた上に、漆→金箔→赤漆と3層構造になっているこ

とから、その構造を基に修復を行う。

①オリジナルの台座に残っている模様か

ら修復箇所に施す模様を推測し、赤い

箇所を切り抜いた型紙を作成する。

②金箔下地として黒漆を台座に塗る。

③金色の模様が来る箇所へ金箔を貼る。

④型紙を当て赤漆を塗り、型紙をはがす。

赤漆はナンマンニヤー（白い漆）に赤土

を混ぜたものを使用する。
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写真⑭仏像番号42台座背面

|ラーイラーオを描く｜

修復を施す際に描く模様について記しておく。下の写真の様なラオスのデザイン、文様、

模様、柄のことを「ラーイラーオ」という。ラオスは度重なる戦争・内戦により破壊・略

奪され、成長と発展が妨げられてきたが、その中でたくましく生き延び、現在まで引き継

がれているものがラーイラーオと呼ばれる様式である。ビスンナラート寺院の他の仏像の

台座模様である写真⑮の模様は砂糖黍の花を模したことから「ドックダォーペェーダァ

ーン」（砂糖黍の花という意）と呼ばれる。先の時代から職人によって引き継がれてきた独

自の伝統美術で、ラオスの芸術において重要な位置を占めている。ラーイラーオはお寺の

装飾に使われるのが代表的だが、深くラオスの生活に浸透しており、ラオスで見られる机

や椅子、扉等に施された木彫装飾のほとんどはラーイラーオによるものである。龍は守護

神とされており、寺院の入り口では必ずラーイラーオの龍が設置されている。ラーイラー
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された、柔らかなイメージの「ルアンプラバン様式｣、

鋸の歯や木の葉のトゲから主に発想しデザインさ

れたシャープなイメージの「ビエンチャン様式｣、

その他「シェンクアン様式｣、「チャンパーサック

様式」などがある。

修復対象となっている仏像の模様は、花と蔓植

物を模している。下の2つの写真⑯⑰がそれであ

る。ラオスでの模様の名称は、カボチャの花、糖

黍の花、蔓植物など模した対象の物の名前がその

まま付いていると思われる。

オの中にはシダの葉の形からデザイン

ゼ
噂
線
ば

鵠

砂写真⑮ドックダオーヘェーダァーン
ロ

ラーイラーオを描くには、まず自然をよく観察し、自然の中に存在する美しい形態を抽

出しより美しくなるよう変化を加えて、美しく秩序のある形・文様を創造することから始

まる。自然そのままを写すのではなく自然から学びそれをより高い次元にまで昇華す~る。

例えば、花や葉の形、炎の形、魚の歯の形等から、美しい秩序ある形を創り出すのである。

､

写真⑯ドックパチヤムヤーム写真⑰ライクヮ

腕の模様。ライクヮとは蔓植物全般を指す。

花と蔓植物が合わせた模様である。大部分の模様が蔓直物を模した

模様で描かれている。

ただ元ある形に修復するのではなく描かれているものの意味を考え、そのことを意識し

ながら、修復対象である塑像に模様を描いていくべきであろう。

なお、レンセーンに類似した技術が「土紋」と呼ばれ日本にも存在するので簡単にふれ

ておきたい。レンセーンは漆に灰を混ぜるが、土紋は漆に地粉（じのこ）を混ぜ、ビスケ

ット状に抜いた塑士を木像の法衣や甲冑に貼付し文様とした技法で、鎌倉時代後期から室

町時代にかけた約100年間の間に造られているところに特色がある。型抜きした土の文様

を貼り付け、箆等で成形し、彩色を施すというのが大概の技法とされている。この様な技

法が用いられたのは、未からの技法を取り入れたか、あるいは宋風彫刻に好んで用いる日

本の考案と言われ、どちらにしても中国の影響と言われてきた。また効果については文様
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を木像自体の表面に彫るより簡単であるし、衲衣に刺繍された厚みがそのまま表現される

という利点があるというところであろう。この点については、ラオスのレンセーンについ

ても同様のことが言えよう。

結びにかえて

以上、ラオスの塑像の制作・修復方法に着目し、比較できるよう日本の塑像の制作方法

を挙げながら、現地での聞き込み調査の結果をまとめてみた。さらに最終的には、いかに

修復を施すのが適しているのかという問題について考察し、修復材料の分量の実験を行う

とともに、適切と思われる修復過程を合成写真などを用いて説明した。この報告で記した

のは塑像の制作・修復方法に限られるが、木彫や石仏の修復方法という点については、今

後の課題としたい。

今回の報告で解明できた点は必ずしも多くはないが、口伝であるラオスの塑像の制作・

修復方法を紹介し得たこと、またルアンプラバンの仏像の形体別名称を現地での呼称に沿

ってリスト化し得たこと、この2つの点は従来まったくなされてこなかったことであると

いってよかろう。この点をささやかな成果として本報告を閉じることとしたいへ
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ラオス･ルアンプラバン地区仏像形体別名称一覧
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以上の表の作成に当たり、「世界遺産ラオス・ルアンプラバン地区仏像修復の調査・研究」に研究随行員

として同行した､身延山大学OB菊池伸洋･木村慈法（良勢）両氏の多大なる協力を得た。記して感謝を

表する次第である。
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